
  （介８１）     

                                                         平成 20 年３月 31 日  

 

都道府県医師会 介護保険担当理事  殿 

 

日本医師会常任理事 

 天 本  宏 

 

特養の重度化対応加算等の経過措置の見直しに関する 

諮問及び答申の送付について 

   

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は介護保険制度運営に関し、格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、平成 18 年介護報酬改定において、介護老人福祉施設（特養）等における入所

者の重度化への対応のため、看護体制の強化や看取り体制の整備として、重度化対応加

算や看取り介護加算等が創設され、その算定にあたり、看護師の配置について人員の確

保等を考慮して、平成 19 年３月末までは常勤の看護職員でも算定可能とする経過措置

が設けられておりました。 

本経過措置については、平成 19 年３月 29 日の社会保障審議会の答申により、平成

20 年３月末まで延長されましたが、これまでの経過措置を経てもなお常勤の看護師の確

保が難しい施設等が見られ、経過措置を終了した場合、当該施設に入所している利用者

への影響が出ることが考えられるため、平成 20 年３月 25 日に開催された社会保障審議

会介護給付費分科会において、厚生労働大臣より諮問が行われ、平成 20 年９月末まで

経過措置を再度延長することについて議論が行われました。審議の結果、再延長した上

でその実態等の調査を行い、10 月以降の本経過措置の取扱いについて議論を行うことと

して社会保障審議会に報告し、同日答申されました。本件は、平成 20 年３月 28 日に公

布され、４月 1 日付で適用されます。 

本会においても諮問、答申および参考資料として官報（抜粋）を入手いたしましたの

でご送付申し上げます。 

敬具 

 

記 

（添付資料） 

・重度化対応加算等の経過措置の見直しに係る諮問について 

・社会保障審議会諮問書（重度化対応加算等の経過措置の見直しについて） 

・社会保障審議会介護給付費分科会報告 
・社会保障審議会答申 
・参考資料 「官報」 （平成 20 年 3 月 28 日号外第 65 号）抜粋 

以上 
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重度化対応加算等の経過措置の見直しに係る諮問について

1　これまでの経緯

○　平成18年の介護報酬改定において、介護老人福祉施設等の入所者の重度化に

　対応し、夜間を含めた看護体制の強化や看取り体制を整備する観点から、重度

　化対応加算やこれを前提とする看取り介護加算等を創設した。

　　また、重度化対応加算及び夜間看護体制加算（以下「重度化対応加算等」と

　いう。）の算定に当たっては、看護師の確保に要する期間を考慮して、平成19

　年3月末まで常勤の看護師に代えて常勤の看護職員でも算定可能とする経過措

　置（以下「本経過措置」という。）を設けた。

○　本経過措置については、平成19年3月29日の社会保障審議会の答申において、

　さらに平成20年3月末まで延長することとされたが、その際、①各介護老人福

　祉施設等について、看護師の確保等に努めるとともに、②厚生労働省及び都道

　府県は、各介護老人福祉施設等における看護師の確保に対する支援措置を講ず

　べき旨の意見が付された。

○　これを受けて、厚生労働省においては、自治体、関係団体及び施設等に対し、

　看護師の紹介に関する積極的な支援、看護師確保に向けた努力等を要請してき

　たところであるが、過去2年間の経過措置を経ても、なお常勤の看護師を確保

　できていない施設の実態や理由について、詳細に把握できていない状況にある。

皿　諮問の内容

（1）基本的な考え方

○　本経過措置の延長の結果、重度化対応加算等の算定状況は、介護老人福祉施

　設の場合、68．8％（3，988施設）となっている（平成20年1月厚生労働省老健

　局計画課調べ）。



（参考）

　平成19年3月の諮問を行った際の介護老人福祉施設における重度化対応加算等の算定状況　63、

8％（平成18年11月分）

○　常勤の看護師に代えて常勤の看護職員で当該加算を算定している施設は、介

　護老人福祉施設の場合、全体の9．5％（553施設）存在している。

○　このような常勤の看護職員で当該加算を算定している施設については、本経

　過措置が終了すれば、重度化対応加算等を算定できなくなるが、これにより、

　これらの施設で24時間の看護体制や看取りのための体制がとられなくなれば、

　入所者にとっての安心やサービスの質を維持することができなくなる。

○　こうした過去2年間の経過措置を経ても常勤の看護師を確保できていない施

　設や、看護師を確保しているにもかかわらずなお重度化対応加算等を算定して

　いない施設について、今後の重度化対応加算の在り方を検討する観点から、そ

　の実態や理由について調査を行うことが必要である。

O　このため、これらの調査に要する期間等を考慮し、平成20年9月末までの間・

　本経過措置を延長することとし、当該調査の結果を踏まえ、介護給付費分科会

　において、本年10月以降の本経過措置の取扱いについて御議論いただくことと

　したい。

○　なお、経過措置を延長した場合であっても、現時点においてもなお当初想定

　したよりも重度化対応加算等の算定率が低いことから、介護保険財政への影響

　は想定されない。

（参考）

　重度化対応加算等の導入当時の検討時のデータでは、75％程度の施設で重度化対応加算等が

算定されるものと想定していた。



（2）具体的な改正内容

度化対応加算の経過措置の延長

○　介護老人福祉施設及び地域密着型介護老人福祉施設における重度化対応加算

　の算定に当たって、常勤の看護師に代え常勤の看護職員でも算定可能とする経

　過措置を平成20年9月30日まで延長することとする。

間看護体制加算の経過措置の延長

○　短期入所生活介護、特定施設入居者生活介護及び地域密着型特定施設入居者

　生活介護における夜間看護体制加算の算定に当たって、常勤の看護師に代え常

　勤の看護職員でも算定可能とする経過措置を平成20年9月30日まで延長する、こ

　ととする。



（参考1）

重度化対応加算等について

○　介護老人福祉施設等において、それぞれ重度化対応加算については次の①～⑤の要件、

　夜間看護体制加算については次の①・②の要件（特定施設入居者生活介護及び地域密

　着型特定施設入居者生活介護に係る夜間看護体制加算については①・②に加え※の要

　件）を満たす場合に、入所者1名につき1日当たり10単位を加算するもの。

重度化対応加算 介護老人福祉施設

n域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

夜間看護体制加算 短期入所生活介護

ﾁ定施設入居者生活介護

n域密着型特定施設入居者生活介護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一粟

：【重度化対応加算】　　1日10単位加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

：①常勤の看古市（平成20年3月までは常勤の　曇　ロ）を1名以上配置し、看護に係る主任者を定1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　めていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
：②看…　ロにより、又1　　　しくは診療戸　しくは…田看言ステーションとの連携により、入所者：

　に対して　24時間連，　　i　　し、かつ、必要に応じて　　　の管理等行う棉jを確保して：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　いること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
③看取りに関する指針を定め、入所の際に、入所者又はその家族等に対して、当該指針の内容を説明：．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゴ

：　し、同意を得ていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

：④看取りに関する職員研修を行っていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

：⑤看取りのための個室を確保していること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

：※重度化した場合における対応に係る指針を定め、入居の際に、利用者又はその家族等に対して、当：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

1該指針の内容を説明し、同意を得ていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

○　また、重度化対応加算が算定されることが、介護老人福祉施設及び地域密着型介護

　老人福祉施設において看取り介護を行ったことを評価する「看取り介護加算」の算

　定条件となっている。

○　重度化対応加算等の算定に当たっては、加算創設当初、看護師の確保に要する期間

　を考慮して、平成19年3月末までは、常勤の看護師に替え常勤の看護職員でも算

　定可能、との経過措置を設定した。

○　介護老人福祉施設等における夜間を含めた看護体制の強化や看取り体制を整備して

　いくために、引き続き平成20年3月末まで経過措置を延長しているところ。



介護老人福祉施設における重度化対応加算の算定状況

回答施設

5797施設

いる

常勤看護師が

4870施設
84．0％

重度化対応加算算定

している

3435施設
59．3％

927施設
16．0％

　　いない

していない

1435　設
24．8％

重度化対応加算算定

している 准　言師で算定

553　設
9．5％

していない

374施設
6．5％

している

看護師確保対策

488施設
8．4％

していない

65施設
1．1％

あり

看護師確保の見込み

134施設
2．3％

354施設
6．1％

　　なし

※施設数下の割合（％）は全施設数に対する割合

平成20年1月厚生労働省老健局計画課調べ
（
嚇
瞭
N
）
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　社保審一介護給付費分科会

厚生労働省発老第0325qo1号

平成20年3月25日

社会保障審議会

　会　長　貝塚　啓明　殿

厚生労働大臣

舛添　要一

　　　　　　　諮　問　書
（重度化対応加算等の経過措置の見直しについて）

　介護保険法（平成9年法律第123号）第41条第5項の規定に基づき、
指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年厚
生省告示第19号）を別紙のとおり改正することについて、貴会の意見を
求めます。



別　紙

O　指定介護老人福祉施設及び指定地域密着型介護老人福祉施設における重
　度化対応加算の算定に当たって、常勤の看護師に代え常勤の看護職員でも算

　定可能とする経過措置を平成20年9月30日まで延長すること。

○　指定短期入所生活介護、指定特定施設入居者生活介護及び指定地域密着
　型特定施設入居者生活介護における夜間看護体制加算についても同様の措
　置を講ずること。



国
分介発第0325001号

平成20年3月25目
社会保障審議会

　会　長　貝塚　啓明　殿

介護給付費分科会　1冒謝翻

　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準の一部改正につい

て（報告）

　平成20年3月25目厚生労働省発老第0325001号をもって社会保障審

議会に諮問のあった標記について、当分科会は審議の結果、下記のとおり結

論を得たので報告する。

記

　諮問のとおり改正することを了承する。

　なお、当該経過措置の延長に当たっては以下の措置を講ずるとともに、重

度化対応加算等の実態について速やかに調査を行い、その結果を踏まえ、介

護老人福祉施設等における重度化対応加算等のあり方について本年9月末ま

でに結論を得るものとする。

1．各介護老人福祉施設等は、看護師の確保に向けた具体的な対策に取り

組むとともに、引き続き看取りに関する研修の充実に努めること。

2．厚生労働省、都道府県及び関連諸団体は、各介護老人福祉施設等にお

　ける看護師の確保に向けて引き続き支援策を講ずるとともに、各介護老

人福祉施設等に対し看取りに関する啓発に努めること。



團
社保審発第4号
平成20年3月25目

厚生労働大臣

　舛添　要一一殿

社会保障審議会

　　会長　貝塚

鱒
塑

藤
藤
還

・
ー
ー
輝
建

　
　
啓

指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準の一部改正について

（答申）

　平成20年3月25目厚生労働省発老第0325001号をもって社会保障審議

会に諮問のあった標記については了承するら

　なお、当該経過措置の延長に当たっては以下の措置を講ずるとともに、重度

化対応加算等の実態について速やかに調査を行い、その結果を踏まえ、介護老

人福祉施設等における重度化対応加算等のあり方について本年9月末までに結

論を得るものとする。

1　各介護老人福祉施設等は、看護師の確保に向けた具体的な対策に取り組

むとともに、引き続き看取りに関する研修の充実に努めること。

2　厚生労働省、都道府県及び関連諸団体は、各介護老人福祉施設等におけ

　る看護師の確保に向けて引き続き支援策を講ずるとともに、各介護老人福

祉施設等に対し看取りに関する啓発に努めること。
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規
正
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
省
令
（
総
務
三
七
）

O
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
及

　
び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省

　
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
三
八
）

O
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
に
関
す
る
省

　
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
総
務
・
法
務
一
）

0
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す

　
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

　
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・

　
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る

　
省
令

　
（
文
部
科
学
・
経
済
産
業
・
国
土
交
通

　
二
）

〉
ノー

九≡面西一五一七一九三

O

O
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設

　
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
五
四
）

O
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部

　
を
改
正
す
る
省
令
（
同
五
五
）

O
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険
料

　
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

　
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
五
六
）

O
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
を
改
正

　
す
る
省
令
（
同
五
七
）

O
薬
事
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
同
五
八
）

O
厚
生
年
金
基
金
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
同
五
九
）

O
水
道
施
設
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
省
令

　
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
六
〇
）

O
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
省
令
（
農
林
水
産
一
七
）

O
動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
省
令
（
同
一
八
）

○
水
産
業
協
同
組
合
法
及
び
森
林
組
合
法
に

　
よ
る
倉
荷
証
券
発
行
の
許
可
等
に
関
す
る

　
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
農
林
水
産
・
国
土
交
通
一
）

O
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て

　
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の

　
事
業
に
関
す
る
規
則
（
経
済
産
業
二
三
）

O
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す

　
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

　
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
原
子

　
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施

　
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

　
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関

　
す
る
省
令
（
同
二
四
）

二二柔二七

九5三一二五五

O
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
原
子

力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関

す
る
省
令
（
同
一
一
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七

O
経
済
産
業
省
関
係
特
定
保
守
製
品
に
関
す

る
省
令
（
同
二
六
）

〔
告
　
　
示
〕

O
水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
七
条
の
三
第
五

項
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
組
合
若
し
く
は

そ
の
子
会
社
又
は
連
合
会
若
し
く
は
そ
の

子
会
社
が
基
準
株
式
数
等
を
超
え
て
所
有

す
る
株
式
等
の
処
分
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
件
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
・
農
林
水
産
六
）
　
　
　
　
　
　
七
七

O
国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

（
財
務
九
四
、
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

O
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の

の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
厚
生
労
働
二
二
五
）
　
　
　
　
　
　
七
九

O
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
同
一
三
六
）

O
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
一
三
七
）

（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が

　
部
を
改
正
す
る
件

同め
一る
三施
八設

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
、
γ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糸
　
　
・
、
　
　
　
オ

　
る
件
（
同
一
三
九
）

O
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
省
令
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別

　
に
定
め
る
目
を
定
め
る
件
（
同
一
四
〇
）

O
保
育
所
保
育
指
針
を
定
め
る
件

　
（
同
一
四
一
）

O
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実

　
施
に
関
す
る
基
準
第
十
七
条
の
規
定
に
基

　
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
健
康

　
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
係
る

　
施
設
、
運
営
、
記
録
の
保
存
等
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
件
（
同
一
四
一
一
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
生
物
由
来
製

　
品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
一
四
三
）

○
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
一
一
条
第
一
一

　
項
第
一
号
イ
③
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

　
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の
一
部
を
改
正

　
す
る
件
（
同
一
四
四
）

O
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す

　
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

　
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
原
子

　
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施

　
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

　
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
告
示
の
整
備
に
関

　
す
る
告
示
（
経
済
産
業
五
五
）

O
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
ぴ
原
子
炉

　
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ
き

　
原
子
炉
又
は
製
錬
施
設
等
を
定
め
る
告
示

　
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
五
六
）

O
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
を
変
更

　
し
た
件
（
環
境
三
三
）

O
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
計
画
を
定
め
た
件

　
　
（
同
三
四
）

七
九

八三八
九

九
二

九
一
二

九
五

二
八

裁
判
所

　
破
産
、

〔
公

告
〕

諸
事
項

再
生
関
係

三
〇

蹴
本
号
で
公
布
さ
れ
た
難

3
　
こ
の
政
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
　
る
法
律
の
施
行
の
目
（
平
成
二
〇
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

灘
灘
繍
法
令
の
あ
ら
ま
し
灘
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e
ゆ
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e∬

任
「

老
人

保
健

法
」

掴
「

高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
息
’
「
第
25
条
」
如
「
第

6
4
条
」
息
繕
£

’
匝
曄
ロ
ヨ
灸
ゆ
9榔

粒
e
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掲
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掲
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病
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掲
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